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る（Kaga et. al. 2010, Moss&Bennette 2006)。 
(2) 問題の所在 






























































るのではないかという懸念の声が上がり始めた(Cohen et al. 2004, Johansson&Moss 
2010, Kaga,et.al. 2010 , Moss 2008, Moss＆Benett 2006 )。Cohen et al.(2004)は、就学
前学校 2)・基礎学校 3)・学童保育 4)の教員間における連携や養成教育の統合が、基礎学校教
員の活動スケジュールや専門性を基準に進められており、「保育を担う教員が学校組織に





の拡張(extended school)だと述べた。さらに Kaga,et.al(2010)は、政府が 2011 年の就学前
学校ナショナルカリキュラムの改訂に向けた議論において、言語や数学の目標をより詳細
にする意図を明示した点に対し、この‘新しく’狭い学習概念(the ‘new’ way of narrowing 















Bergqvist&Nyberg 2001、Björnberg&Dahlgren 2008、太田 2005、田中 2009)であり、も
うひとつは、子どもを育てる・子どもが育つ営みとして保育をとらえて論じる立場(泉 2008、






た改革の結果とその評価が議論の中心である(Hang 1996、Korpi 2006、Prieto 2003、
Taguchi& Munkhammar 2003)。また、改革によって保育理論の発展が導かれた点に言及



































第 1 章 スウェーデンの保育改革に対する従来の国際評価 
第 1 章では、国際社会におけるスウェーデンの保育制度に対する評価を検討し、国際的
な保育政策の動向の中で、スウェーデンの保育制度に付与されている意義を示す。 
Vandenbroeck & Lazzari (2014)によれば、とりわけ近年のヨーロッパにおいては、保
育政策が労働政策とジェンダー政策、そして教育政策との関係で語られている 6)。また、
EU(European Union)ではここ 10 年で、保育の量より質への注目が高まっており、各国
の合意の上、保育の質を形成する基本原則として入園のしやすさ(accessibility)、保育の
担い手(workforce)、カリキュラム(curriculum)、モニタリング(monitoring)、ガバナンス
































































第 3 章 スウェーデンにおける保育改革の史的展開 
第 3 章では、1930 年代以降のスウェーデンにおける保育改革について、福祉国家の形
成過程における保育政策と社会的経済的な課題との関連性を検討し、スウェーデンにおけ
る保育改革の内実について議論する。 
スウェーデンの保育政策は、Myrdal, A.& Myrdal, G. (1934)によって提言された社会政
策の一環として始まった。Myrdal, A.& Myrdal, G. (1934)は、人口減少がもたらす社会問
題を予防する「家族政策」の最も大きなねらいに「女性の就労」を掲げ、これを促進するため

















Taguchi & Munkhammar 2003）（図 2 参照）。 
2000 年代に入ると、PISA において隣国フィンランドが各分野で上位を独占し、世界中
から教育大国として注目を集める一方で、スウェーデンは調査ごとにランクが下落し、つ








第 4 章 保育と教育の制度統合による保育実践の変容 
第 4 章では、漸次的な保育改革によって生涯学習の第一段階となった就学前施設の活動
に着目し、現地調査 9)をもとに保育改革による実践への影響について、(1) 6 歳児活動の 0
学年化、(2)就学前学校活動における学習面への影響という 2 点から検討する。 























第 5 章 研究の成果と課題 

































































2) förskola。1~5 歳児が通う幼保一体型の就学前施設。 
3) grundskola。子どもが 7 歳になる秋から通う義務教育課程の学校。日本の小学校と中
学校を合わせた形態である。 
4) fritidhem。6 歳から 13 歳の春学期までの子どもを対象とする。放課後や学校が休み
の期間に、親が就労・就学中、または育児休業中・非雇用状況にあって必要性がある子
どもに対し提供される教育学的集団活動である。 
5) förskoleklass。主に 6 歳児が通う就学前施設。子どもが就学前教育から義務教育への
移行期にあたる 1 年間を過ごす非義務の一学校種である。 




7) Hans Göran Persson。1949 年生まれ。首相在任期間 1996 年 5 月 22 日－2006 年 10




9) 2005 年訪問先：①Oskar Fredriks 基礎学校・就学前クラス(Göteborg)② Öjesjö 基礎
学校・就学前クラス(Partille)、2006 年訪問先：③Sveagatan 就学前学校(Göteborg)、
2010 年訪問先：④Årsta 基礎学校・就学前クラス(Stockholm)⑤I ur och skur 基礎学
校・就学前クラス・就学前学校(Stockholm)⑥Högsätra 基礎学校・就学前クラス・学童
保育(Lidingö)⑦Stockby 就学前学校(Lidingö) 、2011 年訪問先：⑧Engelska Skolan 
Norr AB 就学前クラス(Stockholm)⑨Söderholmsskolan 就学前クラス(Stockholm)⑩
Birkagårdens 就学前学校(Stockholm)⑪Björnligans 就学前学校(Stockholm)⑫Valvets
就学前学校(Stockholm)⑬Lila Världens 就学前学校(Stockholm)⑭Karlbergsskolan 学
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図 2 スウェーデンにおける就学システムの変化 
